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前年度から持ち越したお金
※１自主財源：町が調達するお金
※２依存財源：国・県や借金に頼るお金

※２

5億2987万円

町 税 

4％5億1573万円

歳 入収　　入

116億346万円

町民税、固定資産税
軽自動車税、町たばこ税
都市計画税

使用料、手数料、
給食費徴収金ほか

国からもらえる
復興交付金基金など
特定の事業に使うお金

県からもらえる
特定の事業に使うお金

町
債

 震災復興のために使うお金
 復興交付金基金（国から）
 復　興　基　金（県から）

自治体の財政力格差を
調整するために、国か
ら交付されたお金

繰越金 

22億8612万円

35％

20％

繰 入 金 

18％
21億4368万円

諸収
入ほ
か

地方交付税

国庫
支出
金

県
支
出
金

40億6307万円
※１※２

そ
の
他
交
付
金

特　　集　－議題の核心に迫る－

町政施行60周年記念事業を実施 ９ 月
定例会

平成30年度
一 般 会 計
決　　算

5％

4％借金 4億4064万円

3％ 3億6546万円

　
９
月
定
例
会
を
９
月
26
日
か
ら
10
月
９
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。人
事
案
件
や
条
例
改
正
、令
和

元
年
度
補
正
予
算
な
ど
27
件
の
議
案
を
審
議
し
、い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、一
般
質
問
は
８
人
が
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
各
種
会
計
の
決
算
審
査
は
、特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
議
し
ま
し
た
。審
議
内
容
は
４
〜
７

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3％ 3億8246万円

自
主
財
源

64
％

36
％

依
存
財
源

金額は合計に合わせて千の位
で四捨五入しています。

残  っ  た  お  金

令和元年度の特定事業へ

令和元年度に繰り越し

歳 出支　　出

109億4985万円

  ６億５３６１万円

1億8674万円

　4億6687万円

5億1835万円

土
木
費
ほ
か

53％
57億8361万円

総　務　費 

11％11億8737万円

5％

19億2807万円
17％

民 生 費

教 育 費
震災復興関連事業費に
　　38億6765万円

議会費、消防費含む、
職員人件費、国際村運営費、
震災復興推進事業費　ほか

ごみ処理などの清掃費、
検診などの保健衛生費ほか

老人、障害、児童福祉、
保育所運営ほか

道路管理、下水道管理、
災害復旧費ほか

学校管理費、生涯学習
センター運営費ほか

8億5004万円8％

③ しちがはま議会だより　第141号　令和元年11月15日発行 しちがはま議会だより　第141号　令和元年11月15日発行 ②

記念式典をにぎやかに開催
ラジオ体操・みんなの体操会（７３４人参加）

3億5622万円3％
公債費（借金返済）

3億2619万円3％
農林水産業費・商工費・労働費

農業水産振興、松くい虫等防除、
緊急雇用創出ほか

衛生費

8％8億7643万円



 しちがはま議会だより　第141号　令和元年11月15日発行 ④

決算審査特別委員会レポート

決 算
審 査

　平成30年度の各種会計決算審査は、特
別委員会を設置して９月30日から10月４日
までの日程で行いました。
　担当課ごとに説明を受けたあと、質疑・応
答により慎重に審査しました。
　その後、討論・採決の結果、全会計の決算
を認定しました。
　主な内容を要約してお知らせします。

地
域
見
守
り
事
業

　
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
る
の
か
。

　
　
地
域
福
祉
課
長　
情
報
が
漏
洩
す

る
こ
と
は
な
い
。

　
　
利
用
料
金
の
内
訳
は
。

　
　
地
域
福
祉
課
長　
平
日
午
前
7
時

か
ら
午
後
7
時
ま
で
、1
時
間
６
０
０
円
。

平
日
午
後
7
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
、

1
時
間
７
０
０
円
。土
曜
、日
曜
、祝
日
午

前
7
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
、1
時
間
７

０
０
円
で
あ
る
。

安倍　敏彦 遠藤　久和
副 委 員 長 委 員 長

地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進

松
く
い
虫
の
除
去
計
画

どのように使ったのか 各課審査で質疑応答

問答
　
　
公
園
の
除
草
計
画
は
。

　
　

建
設
課
長　

計
画
的
に
、発
芽
抑

制
剤
を
散
布
し
て
い
る
。

　
　

松
ヶ
浜
謡
地
区
の
北
側
と
湊
浜
２

丁
目
西
側
の
高
木
は
、防
災
上
の
安
全
を

含
め
、良
好
な
状
況
に
あ
る
の
か
。ま
た
、

地
域
住
民
か
ら
の
要
望
と
し
て
高
過
ぎ

て
剪
定
で
き
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
。本

町
の
認
識
は
。

　
　
建
設
課
長　
平
成
30
年
度
は
地
区

住
民
や
区
長
か
ら
の
要
望
は
出
て
い
な

い
。湊
浜
の
高
木
は
区
長
と
相
談
し
て
今

後
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

６
次
化
の
推
進

　
　

な
ま
こ
の
生
産
か
ら
販
売
に
至
る

ま
で
の
期
間
は
ど
の
く
ら
い
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

　
　
産
業
課
長　
稚
な
ま
こ
か
ら
出
荷

す
る
ま
で
約
３
年
で
あ
る
。最
大
20
セ
ン

チ
く
ら
い
ま
で
成
長
す
る
。

　
　
平
成
30
年
度
で
の
今
後
の
計
画
的

な
対
策
は
。

　
　

副
町
長　

計
画
そ
の
も
の
は
持
っ

て
い
な
い
。松
く
い
虫
の
被
害
が
収
束
す

れ
ば
そ
の
時
点
で
終
わ
り
で
あ
る
。

都
市
公
園
の
維
持
管
理

問答問答

　
　
ル
バ
ー
ブ
の
生
産
者
と
年
間
の
生

産
量
は
。

　
　

産
業
課
長　

現
在
、生
産
者
が
少

な
く
、生
産
量
は
微
量
で
あ
る
。

　

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
生
産
者

と
町
内
の
飲
食
店
と
で
調
整
中
で
あ
る
。

問答

　
　
花
渕
浜
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利

用
人
数
と
活
用
状
況
は
。

　
　
産
業
課
長　
昨
年
12
月
に
オ
ー
プ

ン
し
て
今
年
９
月
末
ま
で
で
利
用
人
数

は
１
万
１
６
６
６
人
で
あ
る
。

　
観
光
案
内
所
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、施
設
内
で
は
観
光
協
会
が
、海
の

生
物
に
自
由
に
触
れ
ら
れ
る
小
さ
い
タ

ッ
チ
プ
ー
ル
を
設
け
た
り
、本
町
の
ア
ピ

ー
ル
ビ
デ
オ
を
上
映
し
て
い
る
。

本町の魅力をアピール

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

問答

問答

託
児
サ
ポ
ー
ト
事
業

問答

今後期待されるルバーブ

成長したなまこ

問答

町
道
樹
木
剪
定
伐
採

　
　
　
　

業
務
委
託
事
業 除草中の表浜緑地

樹幹注入して松枯れ防止
ろ
う
え
い

簡単にジャムに加工できます

個人情報の研修を受けました

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　
　
　

プ
レ
ー
タ
イ
ム

　
　

町
内
4
つ
の
私
立
幼
稚
園
や
保
育

園
お
よ
び
遠
山
保
育
所
に
毎
月
2
回
の

国
際
交
流
員
を
派
遣
し
て
い
る
が
、教
育

に
特
化
し
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
派
遣
す
る

考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
国
際
村
事
務
局
長　
英
語
に
親
し

ん
で
も
ら
う
事
を
最
優
先
と
考
え
て
い

る
。今
の
と
こ
ろ
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
派
遣
す
る

考
え
は
な
い
。

　
　
来
館
者
数
や
施
設
利
用
者
数
が
低

下
し
て
い
る
要
因
は
。

　
　

国
際
村
事
務
局
長　

前
年
度
は
、

地
元
ア
イ
ド
ル
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
等
を

行
っ
た
が
、平
成
30
年
度
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、イ
ベ
ン
ト
数
が
減
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

問答問答 国
際
村

本町自慢の国際村

避
難
誘
導
標
識

　
　
津
波
避
難
誘
導
標
識
の
地
図
の
方

位
が
実
際
の
地
理
に
対
し
反
転
し
て
い

る
箇
所
が
あ
る
。修
正
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
副
町
長　
設
置
し
た
標
識
が
利
用

に
値
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
問

題
で
あ
る
。今
後
、必
要
で
あ
れ
ば
差
し

替
え
等
を
行
う
。

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
高
齢
者
へ

貸
し
出
し
を
し
た
よ
う
だ
が
、貸
し
出
し

件
数
は
。

　
　

交
通
防
災
係
長　
５
名
の
方
に
モ

ニ
タ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　

貸
出
事
業

問答 問答

方向の違うマップ

大人気のタッチプール
（６月から９月頃まで）

⑤ しちがはま議会だより　第141号　令和元年11月15日発行
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男
女
共
同
参
画

　
　

劣
化
し
て
い
る
相
撲
場
や
キ
ャ
ン

プ
場
は
改
修
工
事
に
な
ぜ
含
ま
な
か
っ

た
の
か
。

　
　

生
涯
学
習
課
長　

今
回
は
、応
急

仮
設
住
宅
の
解
体
に
伴
い
実
施
し
た
も

の
で
、改
修
の
範
囲
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
事
業
へ

の
参
加
者
人
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、対

策
は
。

　
　
生
涯
学
習
課
長　
啓
発
を
メ
イ
ン

に
行
っ
て
お
り
、今
後
も
同
様
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
　

平
成
29
年
度
は
、ブ
ラ
ザ
ー
工
業

株
式
会
社
の
支
援
で
行
っ
て
い
た
が
、平

成
30
年
度
も
同
社
か
ら
の
支
援
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長　
令
和
７
年
度
ま

で
は
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
株
式
会
社
か
ら
の

支
援
で
行
う
。

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
８
の
参
加

人
数
は
８
９
１
１
人
と
な
っ
て
い
る
。今

後
も
継
続
す
る
事
業
な
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長　
平
成
30
年
度
で

終
了
で
あ
る
。10
年
間
行
な
い
目
的
は

達
成
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の
利
用
人
数
が
減

少
し
て
い
る
。事
業
効
果
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長　
事
業
効
果
が
低

下
し
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。新
し
い
企

画
を
取
り
入
れ
て
お
り
、１
日
あ
た
り
３

２
０
人
の
利
用
が
あ
る
。ほ
ど
よ
い
利
用

人
数
と
考
え
て
い
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
８

問答

問答問答

問答

　
　

配
水
管
整
備
で
、早
急
な
対
応
が

必
要
と
判
断
し
行
な
っ
て
い
る
場
所
は
。

　
　
施
設
係
長　
東
宮
浜
小
田
地
区
の

老
朽
管
工
事
は
早
目
の
計
画
を
立
て
行

な
っ
て
い
る
。

　
　

更
新
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
。

更
新
時
期
の
基
準
は
。

　
　
政
策
課
長　
各
担
当
課
の
判
断
で

更
新
し
て
い
る
。途
絶
え
て
い
る
課
に
は

更
新
を
行
う
よ
う
伝
え
る
。

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

配
水
管
整
備
事
業

問答

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

問答 問答

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

多くの会員募集中

ア
ク
ア
リ
ー
ナ

屋根がさびた相撲場老朽化したかまど

　
　
返
礼
品
は
、も
っ
と
本
町
特
産
の
品

物
を
送
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
政
策
課
長　
思
う
よ
う
に
地
場
産

品
の
開
発
が
進
ん
で
お
ら
ず
、平
成
30

年
度
は
、本
町
で
加
工
し
て
い
る「
仙
台

牛
の
切
り
落
と
し
」や「
宮
城
野
ポ
ー

ク
」等
を
加
え
た
。ま
た
、ふ
さ
わ
し
い

も
の
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
積
極
的
に

生
産
者
等
と
交
渉
し
た
い
。

　
　

ぐ
る
り
ん
こ
の
速
度
を
デ
ジ
タ
ル

タ
コ
メ
ー
タ
ー
等
で
確
認
し
管
理
し
て

い
る
の
か
。

　
　
政
策
課
長　
速
度
が
出
て
い
る
と

い
う
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、ど
こ
で
見

た
の
か
を
ま
ず
確
認
し
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
で
場
所
と
速
度
が
出
過
ぎ
て
い

る
場
合
は
強
く
指
導
し
て
い
る
。

問答 ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

ぐ
る
り
ん
こ

問答

　
　
英
語
検
定
で
4
級
か
ら
5
級
の
補

助
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
教
育
総
務
課
長　
当
初
か
ら
３
級

以
上
で
の
補
助
を
想
定
し
て
い
る
。

　
３
年
間
は
こ
の
ま
ま
続
け
た
い
。

　
　
平
成
30
年
度
で
２
年
目
に
な
る
が

担
当
課
の
評
価
は
。

　
　

教
育
長　
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
、

や
っ
て
良
か
っ
た
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、来
年
度
へ
向
け
て
検
討
課
題
も

あ
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

問答問答 小
学
校
・
地
区
民
合
同

　
　
　
　
　
　
　

大
運
動
会

　
　

被
災
者
健
康
調
査
う
つ・多
量
飲

酒
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
訪
問
事
業
の
実
施

人
数
が
減
少
し
て
い
る
理
由
は
。ま
た
、

改
善
さ
れ
た
と
理
解
し
て
良
い
の
か
。

　
　
健
康
増
進
課
長　
東
北
大
に
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
、必
要
と
判
断
さ
れ

る
方
が
徐
々
に
減
少
し
た
と
考
え
て
お

り
、改
善
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
　
が
ん
検
診
の
受
診
率
が
低
下
し
た

要
因
は
。

 

　
健
康
増
進
課
長　
年
々
健
康
づ
く

り
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
り
、近
年
は

積
極
的
に
個
人
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

る
方
が
増
え
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
被
災
者

　
　

こ
こ
ろ
の
支
援
事
業

問答問答 が
ん
検
診
事
業

　
　
高
齢
者
の
人
数
は
増
加
し
て
い
る

が
、敬
老
会
へ
の
出
席
率
が
低
下
し
て
い

る
要
因
は
。

　
　
健
康
増
進
課
長　
高
齢
の
た
め
外

出
を
控
え
て
い
る
方
が
増
え
て
い
る
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
心
の
健
康
づ
く
り
や
自
殺
予
防
に

関
す
る
普
及
事
業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
付
す
る
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
等
の

人
数
が
減
少
し
た
理
由
は
。

　
　
健
康
増
進
課
長　
地
域
活
動
で
配

付
さ
れ
る
部
分
が
多
い
。配
付
物
の
数

や
参
加
者
人
数
に
連
動
す
る
た
め
、数

字
上
の
変
動
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問答 敬
老
会
事
業

精
神
保
健
事
業

問答

安全運行お願いします
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財　源　構　造

各　種　会　計　決　算　額

健　全　化　４　指　標

連結実質赤字比率

実 質 赤 字 比 率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

区　　　分 説　　　　　明平成30年度 平成29年度

財 政 力 指 数

経 常 収 支 比 率

経常一般財源比率

100.3 %

0.59

 96.8 %

90.9 %

0.630.59

97.3 %

98.3 %100.9 %

自主財源で賄える運営経費の基準指数。
大きいほど財源に余裕がある。
人件費などの必要経費の割合。
比率が低いほど、財政に弾力性がある。
歳入構造の弾力性を表した指標。
１００を超えると余裕がある。

区　　　分 説　　　　　明

な しな し15.00 %

20.00 %

25.0 %

350.0 %

普通会計（一般会計と公園墓地会計）
の実質的な赤字を示す割合。

な しな し 公営企業などを含む全会計に占める赤
字の割合。

 1.6 %0.7 % 自治体の収入に対する借金返済額の割
合。

な し

な し

13.6 %

164.6 % 将来にわたる実質的負債「借金」の割合。

※１

※１

※１

※１

※１ 早期健全化基準の指標です。１つでも超えると歳入増加や歳出削減などの財政健全化計画を策定しなければなりません。

平成30年度 平成29年度  県　平　均(平成30年度)

　
一
般
会
計
の
決
算
規
模
は
、

前
年
と
比
較
す
る
と
や
や
上

昇
し
て
お
り
、東
日
本
大
震
災

前
の
平
成
22
年
度
と
比
較
す

る
と
歳
入
が
２
倍
、歳
出
も
２

倍
に
増
加
し
て
い
る
。

　
今
後
の
財
政
運
営
は
、引
き

続
き
東
日
本
大
震
災
関
連
の

予
算
編
成
と
な
る
こ
と
か
ら
、

復
旧・復
興
に
向
け
た
中
長
期

的
な
展
望
の
も
と
、経
常
経
費

の
抑
制
と
点
検
を
行
い
、限
ら

れ
た
財
源
を
重
点
的
、効
率
的

な
配
分
と
計
画
的
な
事
務
事

業
の
推
進
を
望
む
。

　
ま
た
、こ
の
度
の
審
査
に
お

い
て
、項
目
に
よ
り
不
用
額
も

多
く
、さ
ら
に
は
不
用
額
が
支

出
済
額
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。今
後
は
不
測
の
事
態
に
備

え
る
も
の
以
外
に
つ
い
て
、適

切
な
予
算
の
計
上
お
よ
び
執

行
を
望
む
。

監　　査　　の　　意　　見
代
表
監
査
委
員

　
遠
藤
　
均
　
さ
ん

下 水 道 事 業
国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療
介　護　保　険

公 園 墓 地 事 業

収益的
水道事業会計

資本的

7億3652万円
21億6191万円
17億1077万円
1億8785万円
1646万円

5億9922万円
1億5546万円

7億2170万円
21億2648万円
16億5360万円
1億8316万円
1599万円

賛成11：反対2

賛成11：反対2

全 員 賛 成

1482万円
3543万円
5717万円

一　般　会　計 116億346万円 109億4985万円 6億5361万円

469万円
47万円

5億4633万円
2億9163万円 ▲1億3617万円

5289万円

会　　計　　名 収　　入 支　　出 差　引　額

収益的・・・経営に伴い、発生が予想される収入と費用
資本的・・・将来に備えて行う建設改良等の支出とその財源となる収入
不足分は積立金（留保資金）などで補てん

*3

*1

*2

*3
*2
*1

認
定

採決の結果

決算審査特別委員会レポートまちの財政レポート

な しな し

 県　平　均
(平成30年度)

⑨ しちがはま議会だより　第141号　令和元年11月15日発行  しちがはま議会だより　第141号　令和元年11月15日発行 ⑧

討　　論

　
次
の
点
で
反
対
す
る
。

①
一
部
に
お
い
て
町
条
例
や
要
綱
に
照
ら
し

た
事
業
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

②
こ
れ
以
上
の
環
境
汚
染
を
さ
せ
な
い
た
め

に
も
、石
炭
火
力・仙
台
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
稼
働
中
止
を
求
め
る
。

③
町
営
住
宅
入
居
に
係
る
単
身
者
の
年
齢
制

限
を
廃
止
す
る
こ
と
。

④
児
童・生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
に

必
要
な
横
断
歩
道
や
防
犯
灯
等
を
設
置
す
べ

き
で
あ
る
。

⑤
被
災
さ
れ
た
住
民
や
事
業
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
、基
金
を
年
次
的
に
取
り
崩
す
べ
き

で
あ
る
。

　
次
の
点
で
賛
成
す
る
。

①
復
興
事
業
も
完
遂
に
近
づ
き
、被
災
者
の

生
活
も
平
常
時
同
様
の
落
ち
着
き
が
見
え
始

め
て
い
る
こ
と
。

②
震
災
関
連
の
交
付
金
は
あ
る
も
の
の
、自

主
財
源
の
法
人
税
お
よ
び
町
民
税
等
が
向
上

し
て
お
り
、安
定
し
た
税
収
が
見
込
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。

③
児
童
・
生
徒
の
教
育
環
境
向
上
の
た
め
に
、

小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
こ
と
。

④
七
ヶ
浜
中
学
校
の
柔
剣
道
場
屋
根
改
修
工

事
お
よ
び
国
際
村
の
エ
ン
ト
ラ
ス
ホ
ー
ル
改

修
等
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

反
対
反
対

歌
川
　
渡

賛
成
賛
成

渡
邉
　
淳

　
資
本
費
平
準
化
債
の
活
用
で
、償
還
額
の
軽

減
分
を
、い
ま
だ
町
民
に
還
元
し
て
い
な
い
。負

担
軽
減
に
充
当
す
べ
き
で
あ
る
。

　
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
る
施
設
管
理
の
た
め
、

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、汚
水
ポ
ン
プ
場
等

の
改
修
工
事
等
を
実
施
し
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川
　
渡

賛
成
賛
成

安
倍
敏
彦

下
水
道
事
業

　
過
大
な
基
金
積
立
て
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

計
画
的
取
り
崩
し
を
行
い
国
保
税
を
引
き
下
げ

る
べ
き
で
あ
る
。

　
少
子
化
対
策
と
し
て
、特
定
不
妊
治
療
助
成

事
業
や
里
帰
り
出
産
時
予
防
接
種
事
業
を
導
入

し
、医
療
費
適
正
化
に
努
め
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川
　
渡

賛
成
賛
成

熊
谷
明
美

国
民
健
康
保
険

一
般
会
計

　
介
護
認
定
度
の
状
態
が
重
度
化
の
傾
向
に
あ

る
。国
に
対
し
、利
用
制
限
を
撤
回
し
、利
用
者

世
帯
の
生
活
状
況
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
講
じ

る
べ
き
で
あ
る
。

　
保
険
給
付
費
で
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
地
域

密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
、町
民
の
た
め
の
支
援

を
し
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川
　
渡

介
護
保
険

　
こ
の
制
度
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
ほ
ど

高
齢
者
の
保
険
料
の
負
担
が
増
え
る
。
国
に

対
し
同
制
度
の
早
急
な
廃
止
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。

　
本
町
は
、運
営
主
体
で
あ
る
県
広
域
連
合
と

連
携
し
、被
保
険
者
が
必
要
な
医
療
を
安
心
し

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
十
分
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川
　
渡

賛
成
賛
成

仁
田
秀
和

後
期
高
齢
者
医
療

　
水
道
管
布
設
事
業
費
は
、
起
債
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
新
た
な
建
設
改
良
積
立
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
現
金
預
金
を
計
画

的
に
取
り
崩
し
使
用
料
金
を
引
き
下
げ
る
べ

き
で
あ
る
。

　
人
口
減
少
や
重
油
流
出
事
故
に
よ
り
海
苔
の

生
産
中
止
で
給
水
収
益
が
減
少
し
た
が
、高
料

金
対
策
補
助
に
よ
り
黒
字
と
な
っ
た
。ま
た
、資

金
不
足
比
率
も
算
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、良
好
な

経
営
状
態
と
認
め
ら
れ
る
。

※

公
園
墓
地
は
反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

反
対
反
対

歌
川
　
渡

賛
成
賛
成

佐
藤
　
衞

水
道
事
業
会
計

・・・なので反対します　　　・・・なので賛成します

賛
成
賛
成

佐
藤
壮
一



●
交
通
安
全
指
導
員
条
例
の

廃
止

内　
容

　
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地

方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

令
和
２
年
4
月
か
ら
交
通
安

全
指
導
員
が
特
別
職
要
件
を

満
た
さ
な
く
な
る
こ
と
か
ら

条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　
　
要
件
が
満
た
さ
れ
な
く

　
　

な
っ
た
団
体
の
対
応
や

協
力
体
制
は
。

　
　
総
務
課
長　
任
意
団
体

　
　

と
し
て
継
続
さ
せ
、補

助
金
を
出
す
。ま
た
、町
関
係

の
イ
ベ
ン
ト
は
謝
金
で
対
応

す
る
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

●
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

内　
容

　
令
和
元
年
10
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
幼
児
教
育・保
育
の

無
償
化
に
伴
い
、保
育
条
例

規
定
の
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

　
　
町
長
が
定
め
る
額
の
保

　
　
育
料
は
。

　
　
地
域
福
祉
課
長　
月
額

　
　
４
５
０
０
円
で
あ
る
。

　

特
定
教
育・保
育
施
設
お

よ
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
条
例
の一

部
改
正
の
反
対
討
論
と
同
じ

主
旨
で
あ
る
か
ら
反
対
す
る
。

　

特
定
教
育・保
育
施
設
お

よ
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
条
例
の一

部
改
正
と
同
じ
内
容
で
あ
る

た
め
賛
成
と
す
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

こんなことが決まりました－条例改正などの議案審議－ こんなことが決まりました－条例改正などの議案審議－

議案
審議

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

内　
容

　
特
別
職
非
常
勤
職
の
整
理

に
係
る
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

●
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、関

係
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

内　
容

　
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地

方
自
治
法
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、令
和
２
年
４

月
か
ら
の
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
に
対
応
す
る
た
め
、

関
係
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

●
非
常
勤
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、給
与
、服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

内　
容

　
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化

等
を
図
る
た
め
、消
防
団
員

●
が
ん
患
者
支
援
基
金
条
例

の
制
定

内　
容

　
が
ん
患
者
の
療
養
生
活
に

係
る
支
援
に
資
す
る
た
め
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
が
ん

患
者
支
援
基
金
を
設
置
す
る

も
の
で
す
。

　
　
町
民
の
方
か
ら
の
寄
付

　
　

と
聞
い
た
が
、基
金
の

具
体
的
な
利
用
内
容
は
。

　
　
健
康
増
進
課
長　
今
後

　
　
検
討
す
る
。

　
　
企
業
や
団
体
か
ら
募
金

　
　

や
支
援
金
を
募
り
、基

金
を
継
続
し
て
い
く
考
え
は
。

　
　
現
時
点
で
は
考
え
て
は

　
　
い
な
い
。

●
農
業
委
員
候
補
者
評
価
委

員
会
条
例
の
制
定

内　
容

　
農
業
委
員
候
補
者
評
価
委

員
会
を
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
る
附
属
機
関
と
す
る
た

め
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
児
童
福
祉
法
に
照
ら
し
て
、

児
童
福
祉
の
放
棄
を
す
る
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
っ

て
事
業
者
の
管
理
業
務
に
係

る
新
た
な
人
件
費
や
利
益
が

生
じ
る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対

す
る
。

　
多
く
の
国
民
お
よ
び
子
育

て
世
代
の
方
々
が
求
め
て
い

る
の
は
、経
済
的
負
担
の
軽

減
と
し
て
の
保
育
の
無
償
化

で
は
な
い
か
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
に
無
償

化
を
求
め
る
立
場
か
ら
反
対

と
す
る
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は「
支

給
認
定
」を「
教
育・保
育
給

付
認
定
」に
改
め
る
も
の
な

ど
文
言
の
修
正
で
あ
り
賛
成

と
す
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

来年４月から

留守家庭児童保育館が
　　　　　　　　　　指定管理に

●
特
定
教
育・保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

内　
容

　
令
和
元
年
10
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
幼
児
教
育・保
育
の

無
償
化
に
係
る
特
定
教
育・

保
育
施
設
お
よ
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
副
食
な
ど
の
提
供
金
額

　
　
が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
地
域
福
祉
課
長　
月
額

　
　
４
５
０
０
円
が
上
限
で

あ
る
。

問答
質
　
疑

問答

の
欠
格
事
由
等
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

●
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

内　
容

　
印
鑑
登
録
証
明
事
務
処
理

要
領
の
改
正
お
よ
び
、総
務

省
通
知
の
内
容
に
基
づ
き
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
給
水
条
例
の一
部
改
正

内　
容

　
水
道
法
等
の
改
正
に
伴
う

関
係
政
令
の
整
備
お
よ
び
経

過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
施

行
に
よ
り
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果（
５
議
案
）

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

条　

例　

改　

正

答 問

問答

●
留
守
家
庭
児
童
保
育
館
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

内　
容

　
留
守
家
庭
児
童
保
育
館
の

管
理
を
指
定
管
理
者
に
移
行

す
る
た
め
所
要
の
改
正
お
よ

び
、名
称
を「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
保
護
者
の
意
見
や
事
前

　
　
説
明
は
。

　
　
地
域
福
祉
課
長　
議
会

　
　

承
認
後
に
説
明
す
る
。

ま
た
、サ
ー
ビ
ス
は
変
わ
ら

な
い
。

　
　

ま
つ
か
ぜ
分
館
の
休
止

　
　

に
伴
い
、利
用
で
き
な

い
人
が
い
る
の
で
は
。

　
　
本
館
で
十
分
対
応
で
き

　
　
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　
　
支
援
員
不
足
に
な
ら
な

　
　
い
た
め
の
対
策
は
。

　
　
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
な
ら

　
　
な
い
よ
う
業
者
と
調
整

す
る
。

来年から休止になるまつかぜ分館

答 問
質
　
疑

答 問答 問

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

佐
藤　

衞

討
　
論

質
　
疑

賛
成
賛
成

佐
藤　

衞

質
　
疑

討
　
論

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

佐
藤　

衞

反
対
反
対

歌
川　

渡

討
　
論

●
区
長
会
条
例
の
制
定

内　
容

　
区
長
会
を
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
る
附
属
機
関
と
す

る
た
め
に
条
例
制
定
す
る
も

の
で
す
。

　
　
区
長
会
を
35
人
以
内
と

　
　
し
て
組
織
す
る
と
の
こ

と
だ
が
詳
細
は
。

　
　
総
務
課
長　
詳
細
は
こ

　
　
れ
か
ら
策
定
す
る
。

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
制
定

内　
容

　
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地

方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
開
始
さ

れ
る
制
度
に
対
応
す
る
た
め

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果（
４
議
案
）

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

条　

例　

制　

定

問答
質
　
疑

　
令
和
２
年
度
か
ら
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に

よ
り
、現
行
方
式
の
支
援
員

の
直
接
雇
用
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
か
ら
、新
た
な
運
用

方
式
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ

ト
等
を
検
討
し
た
結
果
、指

定
管
理
が
望
ま
し
い
と
の
こ

と
で
賛
成
す
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

元気いっぱいな子どもたち

条　

例　

廃　

止

問答
質
　
疑
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こんなことが決まりました－補正予算の議案審議－

●
公
の
施
設
を
多
賀
城
市
の

住
民
の
利
用
に
供
す
る
こ
と

内　
容

　
健
全
な
管
理
運
営
を
図
る

た
め
、蓮
沼
苑
を
広
域
的
に

使
用
さ
せ
る
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

●
字
の
区
域
を
変
更
す
る
こ

と（
花
渕
浜
地
区
）

内　
容

　
仙
塩
広
域
都
市
計
画
事
業

(

花
渕
浜
地
区
、代
ヶ
崎
浜
Ｂ

地
区)

被
災
市
街
地
復
興
土

地
区
画
整
理
事
業(

花
渕
浜

地
区)

の
施
行
に
伴
い
、字
の

区
域
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

固
定
資
産
評
価

　
　

審
査
委
員
（
再
任
）

任
期

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
３
年
間

星　
清
輝
さ
ん（松

ヶ
浜
）

ほ
し　

 
   

せ
い
き

教
育
委
員
（
新
任
）

任
期

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
４
年
間

我
妻　
典
夫
さ
ん

（
汐
見
台
南
）

わ
が
つ
ま　

  
  

の
り
お

任
期
満
了
に
伴
い
、議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ

ま
す
。　

　
　
　

人　
　

事

●
字
の
区
域
を
変
更
す
る
こ

と（
代
ヶ
崎
浜
Ｂ
地
区
）

内　
容

　
仙
塩
広
域
都
市
計
画
事
業

被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画

整
理
事
業(

代
ヶ
崎
浜
Ｂ
地

区)

の
施
行
に
伴
い
、字
の
区

域
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果（
２
議
案
）

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

補正
予算

長須賀多目的広場の
　 用地買収へ予算を計上

内　
容

　
長
須
賀
多
目
的
広
場
整
備

の
た
め
、用
地
を
取
得
す
る

も
の
で
す
。

取
得
財
産

土
地　
　
５
７
２
７
㎡

取
得
額　
１
３
８
６
万
円

相
手
方　
最
上　
み
ゑ
さ
ん

　
　
　
　

(

仙
台
市
太
白
区)

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

●
平
成
30
年
度
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
処
分

内　
容

　
平
成
30
年
度
利
益
剰
余
金

５
０
０
０
万
円
を
建
設
改
良

積
立
金
に
積
み
立
て
る
も
の

で
す
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

教
育
長
（
再
任
）

任
期

令
和
元
年
１0
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
４
年
間

武
田　
光
彦
さ
ん

（
汐
見
台
）

た
け
だ　

    

み
つ
ひ
こ

副
町
長
（
再
任
）

任
期

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
４
年
間

平
山　
良
一
さ
ん

（
汐
見
台
南
）

ひ
ら
や
ま     

り
ょ
う
い
ち

字
の
区
域
変
更

水
道
事
業
会
計

公　

の　

施　

設

　
　

  　
　

　
　

　
　　令和元年度一般会計補正予算（第２号）は、歳入歳出にそれぞれ６億８３３０万円

を追加し、総額を８２億８４４０万円としました。
　主なものは、平成30年度決算に伴う財政調整基金積立金等への追加や長須賀多目的
広場整備事業および七ヶ浜中学校防球ネット設置工事などです。
　本議案は反対なく原案のとおり可決しました。

救助工具セットを購入
　　　　　　　　　　　　　　　270万円

町内消防分団11箇所に配備されます

笹山高台住宅団地分譲の国費返還金
　　　　　　　　　　　　　　　　　377万円

分譲が完了した笹山団地

長須賀多目的広場整備事業
　　　用地買収費　1億2452万円

いよいよ始まる菖蒲田浜背後地の整備

七ヶ浜中学校防球ネット設置工事
　　　　　　　　　　　　　　　850万円

いつだってフルスイング出来るように︕
（議会だより140号P10参照）

区画整理が完了した代ヶ崎浜Ｂ地区

財 

産 

の 

取 

得

健全な管理運営が図られる

こんなことが決まりました－条例改正などの議案審議－

あ
ざ
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一 般 質 問町の考えを聞く

佐
藤
　
直
美

小
林
　
倫
明

仁
田
　
秀
和

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

木
村
　
　
稔

熊
谷
　
明
美

佐
藤
　
壮
一

安
倍
　
敏
彦

遠
藤
　
喜
二

渡
邉
　
　
淳

遠
藤
　
久
和

佐
藤
　
梶
信

歌
川
　
　
渡

佐
藤
　
　
衞

岡
﨑
　
正
憲

掲　載
ページ議　 案　名

第３回定例会　提出議案採決結果一覧　（9/26～10/9）

○賛成　　●反対　　議長（岡﨑正憲）は採決に加わらない。

　９月定例会では、人事や条例制定および改正や財産の取得、補正予算等の
議案を審議しました。
　賛否が分かれた案件は採決一覧表に、全会一致の案件は名称のみ掲載しま
した。
なお、議案名は略して記載しています。

●賛否が分かれた議案等等

●全会一致の議案等

掲　載
ページ補　正　予　算

○令和元年度一般会計補正予算（第２号）
○令和元年度国民健康保険事業特別会計補正予算
　（第２号）
○令和元年度公園墓地事業特別会計補正予算
　（第１号）
○令和元年度介護保険特別会計補正予算（第２号）
○令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算
　（第１号）
　

掲　載
ページ人　事　関　係

○副町長の選任
○教育長の任命
○教育委員会の委員の任命
○固定資産評価審査委員会の委員の選任

11 2 可決平成30年度一般会計決算 8

12
12
12
12

13
－

－

－
－

掲　載
ページ条　例　制　定　・　改　正　ほ　か

○区長会条例
○会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
○がん患者支援基金条例
○農業委員候補者評価委員会条例
○特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
　に関する条例の一部を改正
○非常勤消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する
　条例の一部改正
○地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律
　の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例
○印鑑条例の一部改正
○給水条例の一部改正
○交通安全指導員条例の廃止
○財産の取得
○公の施設を多賀城市の住民の利用に供すること
○字の区域変更（花渕浜地区・代ヶ崎浜Ｂ地区）
○平成30年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分
○平成30年度公園墓地事業特別会計決算

11
11
11
11
11

11

11

11
11
11
12
12
12
12

11 2 可決平成30年度下水道事業特別会計決算 8

11 2 可決平成30年度国民健康保険事業特別会計決算 8

11 2 可決平成30年度介護保険特別会計決算 8

11 2 可決平成30年度後期高齢者医療特別会計決算 8

11 2 可決平成30年度水道事業会計決算 8

10 3 可決留守家庭児童保育館設置及び管理に関する
条例の一部改正 ー●○ ◯ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○10

11 2 可決
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部
改正

10

11 2 可決保育所条例の一部改正 11

ー●○ ◯ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ー●○ ◯ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ー●○ ◯ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ー●○ ◯ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ー●○ ◯ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ー●○ ◯ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ー●○ ◯ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ー●○ ◯ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8
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熊谷 　明美　・・・・・・・ 16ページ
○ 交通安全対策の強化を
○ 利用者に配慮した国際村駐車場の整備促進とイベント時の交
　 通対策を

　９月定例会の一般質問は、８日と９日に行い８人が活発な議論を
展開しました。
　内容は質問者の原稿を原文に近い形で16～23ページに掲載し
ています。
　なお、タイトルは通告のとおりです。　 町 

政 

を 
問 
う

ズバリズバリ
一 般 質 問 一 覧 表

※傍聴される方には、一般質問の要旨が記載された資料を配布しております。

○ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の取り組みについて
○ 仙台港重油流出事故の救済対策について

○ 津波を想定した漁業者の避難訓練の実施について
○ 急な坂道に手すりの設置について

○ 町営住宅の管理委託について
○ 表浜海浜公園の活用について

○ 亦楽小学校体育館修繕・建替えについて
○ プリマス交流事業について

○ 非課税世帯への福祉灯油助成（燃料助成含む）について
○ 松ヶ浜の須賀ノ浜の背後地と松ノ川集会所跡地について
○ 子ども医療費助成制度の所得制限の撤廃について

○ 水道料金の引き下げについて
○ 町営住宅に安心して住み続けられるために
○ 水道の民営化の問題点について

○ 包括協定について
○ 令和元年度、長須賀多目的広場ほかの整備事業の今後について
○ 国土強靭化地域計画策定について

仁田 　秀和　・・・・・・・ 17ページ

佐藤 　壮一　・・・・・・・ 18ページ

木村　 　稔　・・・・・・・ 19ページ

遠藤 　喜二　・・・・・・・ 20ページ

歌川　 　渡　・・・・・・・ 21ページ

佐藤 　直美　・・・・・・・ 22ページ

渡邉　 　淳　・・・・・・・ 23ページ



一 般 質 問町の考えを聞く
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子
供
た
ち
を
巻
き
込
ん

　
　
だ
痛
ま
し
い
事
故
が
立

て
続
け
に
発
生
し
て
い
る
。

本
町
は
、こ
の
よ
う
な
事
故

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、通

学
路
や
町
全
体
の
交
通
安
全

点
検
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長　
通
学
路
安
全
プ

　
　
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、合

同
点
検
を
実
施
し
安
全
確
保

を
図
っ
て
い
る
。ま
た
、建
設

課
で
毎
月
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
る
。

　
　

合
同
点
検
の
中
で
、各

　
　
関
係
者
や
地
域
住
民
と

の
懇
談
会
な
ど
で
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　
　
交
通
安
全
推
進
会
議
を

　
　

開
き
合
同
点
検
の
後
、

対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
。

町
で
対
応
で
き
る
も
の
は
改

善
し
、無
理
な
場
合
は
県
公

安
委
員
会
に
要
望
し
て
い
る
。

　
　
学
校
周
辺
の
横
断
歩
道

　
　

や
各
所
の
急
カ
ー
ブ
、

下
り
坂
な
ど
で
ス
ピ
ー
ド
を

出
し
て
走
行
し
て
い
る
車
を

見
か
け
る
。注
意
喚
起
の
対

応
策
と
し
て「
通
学
路
」「
減

速
」「
横
断
歩
道
注
意
」等
、

路
面
表
示
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
道
路
の
白
線
や
路
面
表

　
　

示
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
き
整
備
を
し
て
い
る
。横

断
歩
道
や
停
止
線
、止
ま
れ

の
標
識
は
警
察
と
協
議
が
必

要
で
あ
る
。

　
　

問

答

　
　
駐
車
場
を
整
備
す
る
時

　
　
に
合
わ
せ
て
設
置
す
る
。

　
　

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
時
の

　
　
駐
車
場
不
足
を
解
消
す

る
方
法
と
し
て
、シ
ャ
ト
ル
バ

ス
運
行
や
町
民
バ
ス
ぐ
る
り

ん
こ
の
増
便
を
考
え
て
い
な

い
か
。

　
　
来
館
者
が
多
い
イ
ン
タ

　
　

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
イ
ズ

に
は
、ぐ
る
り
ん
こ
の
臨
時

便
を
運
行
し
対
応
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、ぐ
る
り
ん
こ
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
た
い
。

　
　

国
際
村
は
イ
ベ
ン
ト
や

　
　
コ
ン
サ
ー
ト
、講
演
会

等
で
、町
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
来
館
す
る
。現
在
の
駐

車
場
は
白
線
が
消
え
１
台
を

止
め
る
幅
が
狭
い
。幅
を
拡

げ
て
白
線
を
引
き
直
す
考
え

は
な
い
か
。

　
　
町
長　
利
用
者
か
ら
の

　
　
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
幅
を
拡
げ
て
白
線

を
引
き
直
す
。

　
　
駐
車
し
や
す
い
よ
う
に

　
　
車
止
め
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　

場
所
に
よ
っ
て
植
栽
に

　
　
車
体
が
当
た
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、点
検
し
判

断
す
る
。

　
　
障
が
い
者
用
駐
車
場
と

　
　
内
科
的
疾
患
や
妊
産
婦

等
も
利
用
で
き
る
、お
も
い

や
り
駐
車
場
を
増
設
し
、看

板
と
路
面
表
示
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　

県
道
の
消
え
か
か
っ
て

　
　
い
る
路
側
帯
や
自
転
車

通
行
帯
の
整
備
を
県
に
要
望

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
総
務
課
長　
場
所
の
指

　
　
定
は
し
て
い
な
い
が
、そ

の
都
度
要
望
し
て
い
る
。

答

問

問答

問

答

通
学
路
と
町
全
体
の

　
　
　
　

交
通
安
全
対
策
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き

　
安
全
確
保
を
図
って
い
る

町
長

国
際
村
駐
車
場
の
整
備
は

整
備
し
た
い

町
長

熊　谷　明　美
く  ま  が  い　      あ    け    み

答 問

問答

答 問

問答

駐車しやすいように整備を

　
　
震
災
か
ら
８
年
７
か
月

　
　

が
経
過
し
、本
町
に
お

い
て
は
２
０
２
０
年
を
目
標

と
し
た
復
興
計
画
も
ま
だ
ま

だ
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、

完
遂
間
近
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、ま
ち
長
期
総
合

計
画
の
期
間
は
２
０
１
１
年

か
ら
２
０
２
０
年
と
な
っ
て

い
る
。そ
こ
で
、次
期
長
期
総

合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

国
連
で
採
択
さ
れ
、政
府
も

必
要
性
を
推
奨
し
て
い
る
持

続
可
能
な
開
発
目
標「
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
」を
取
り
入
れ
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　

町
長　

S
D
G
ｓ
で
掲

　
　
げ
た
目
標
を
総
合
計
画

に
反
映
す
る
こ
と
は
、否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。例
え
ば
、目
標
や
考

え
方
そ
の
も
の
を
計
画
の
軸

と
す
る
も
の
で
な
く
て
も
、

将
来
の
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
上

で
S
D
G
ｓ
で
掲
げ
る
タ
ー

ゲ
ッ
ト
や
国
の
具
体
的
施
策

　
　

で
本
町
の
町
づ
く
り
に
合
致

す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、計
画

策
定
の
過
程
で
組
み
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ゴ
ー
ル
３「
す
べ
て
の

　
　

人
に
健
康
と
福
祉
を
」

に
対
し
て
町
長
の
考
え
は
。

　
　
健
康
増
進
計
画
や
地
域

　
　
福
祉
計
画
で
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。健
康
寿

命
の
延
伸
と
心
身
と
も
に
健

康
で
お
互
い
を
支
え
あ
う
、

助
け
合
う
こ
と
の
出
来
る
ま

ち
づ
く
り
を
今
後
も
推
進
し

て
い
く
。

　
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実

　
　
現
す
る
た
め
の
取
り
組

み
は
。

　
　
平
成
30
年
３
月
に
七
ヶ

　
　
浜
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
を
策
定
し
た
。固
定
的
な

性
別
の
役
割
分
担
意
識
な
ど

は
、現
在
も
家
庭
や
地
域
、職

場
な
ど
に
根
強
く
残
っ
て
い

る
。先
入
観
や
固
定
観
念
が

男
女
共
同
参
画
の
実
現
を
妨

げ
る
要
因
で
あ
る
。

　
意
識
の
改
革
が
必
要
と
な

る
た
め
、啓
発
活
動
を
中
心

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

ゴ
ー
ル
6「
安
全
な
水

　
　

と
ト
イ
レ
を
」に
対
し

て
、災
害
時
の
対
応
や
非
常

備
蓄
品
は
万
全
か
。

　
　
地
域
防
災
計
画
で
規
定

　
　

を
し
て
い
る
。災
害
の

規
模
な
ど
に
よ
り
万
全
と
は

言
え
な
い
状
況
も
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、国
の
推
進
策

を
注
視
し
な
が
ら
、自
助
、共

助
、公
助
に
よ
る
自
立
的
な

最
善
の
対
策
が
取
れ
る
よ
う

今
後
も
務
め
て
い
き
た
い
。

っ
た
時
点
で
さ
ら
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　

流
通
業
者
等
へ
の
情
報

　
　
発
信
の
た
め
の
更
な
る

Ｐ
Ｒ
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
や
11

月
10
日
開
催
予
定
の
町
産
業

ま
つ
り
で
の
Ｐ
Ｒ
を
考
え
て

い
る
。そ
の
際
、開
会
式
で
町

海
域
で
の
ノ
リ
の
安
全
宣
言

や
新
ノ
リ
を
そ
の
場
で
あ
ぶ

っ
て
食
べ
て
も
ら
う
な
ど
の

案
が
あ
る
。漁
協
七
ヶ
浜
支

所
や
商
工
会
と
協
議
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　

９
月
２
日
に
知
事
が

　
　
「
安
全
宣
言
」を
出
し
た
。

こ
れ
に
は
、皆
さ
ん
安
堵
し

た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。し
か

し
、陸
上
採
苗
に
か
か
る
経

費
や
生
産
再
開
を
目
指
す
ノ

リ
養
殖
業
者
へ
の
支
援
は
今

後
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
町
長　
県
漁
協
か
ら
県

　
　
に
対
し
支
援
の
要
望
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、ど

の
よ
う
な
要
望
の
内
容
な
の

か
、ま
だ
具
体
的
な
情
報
が

入
っ
て
き
て
い
な
い
。要
望
内

容
や
事
業
費
、県
の
考
え
な

ど
、内
容
が
具
体
的
に
分
か

町
長

次期総合計画にＳＤＧｓ（持続
可能な開発目標）を導入せよ

計画策定の過程で
　　　組み入れていきたい

町　長

仙
台
港
重
油
流
出
事
故
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

救
済
策
は

要
望
内
容
等
が
分
か
っ
た

　
　

  

時
点
で
検
討
し
た
い

仁　田　秀　和
に　  っ  　た　  ひ   で   か   ず

問答

問答問答

問答

問答問答

問答

ひ 

と 

口 

メ 

モ

　

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル・デ
ィ
ブ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト・ゴ
ー
ル
ズ
の

略
。２
０
１
５
年
９
月
の
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
も

の
で
、貧
困
や
格
差
の
解
消
、

健
康
福
祉
の
推
進
、経
済
成

長
や
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
国
連
加
盟
国

が
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
３

０
年
の
達
成
を
目
指
す
国
際

的
な
目
標
で
あ
り
、１
７
０

人
の
目
標
と
そ
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　

S
G
D
ｓ
と
は

　
　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

　
　
み
な
ど
に
よ
る
追
加
的

な
汚
染
を
ゼ
ロ
に
ま
で
削
減

す
る
考
え
は
。

　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

　
　
回
収
や
適
正
処
理
と
し

て
、「
３
Ｒ
」を
ご
み
分
別
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
広
報
等
で
の

周
知
を
し
て
い
る
。ま
た
、環

境
美
化
推
進
委
員
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
や
監
視
カ
メ
ラ
、看

板
等
を
設
置
し
不
法
投
棄
を

未
然
に
防
止
す
る
対
策
を
講

じ
て
い
る
。陸
域
で
の
回
収

の
取
り
組
み
は
、海
に
流
出

す
る
前
に
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
回
収

し
て
い
る
。

「横断歩道注意」の路面表示を

エス  ディ   ジー  ズ
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30
年
以
内
に
大
地
震
や  

　
　
津
波
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
。漁
業
者
が
、漁
場
か
ら

陸
ま
で
ど
の
よ
う
に
避
難
す

る
の
か
。

　
防
潮
堤
は
高
く
な
り
遠
隔

操
作
で
門
扉
の
開
閉
を
す
る

よ
う
だ
が
、特
に
高
齢
の
漁

業
者
を
避
難
誘
導
す
る
に
は
、

漁
協
と
協
力
連
携
し
な
が
ら

避
難
訓
練
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
ど
う
か
。

　
　

町
長　

予
測
で
は
、宮

　
　

城
県
沖
で
の
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド（
M
）７
か
ら
Ｍ
７・５

で
、発
生
す
る
確
率
は
90
％

と
な
っ
て
い
る
。津
波
や
強
い

揺
れ
に
備
え
が
必
要
だ
と
警

告
し
て
い
る
。

　

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、

漁
場
か
ら
陸
ま
で
ど
の
よ
う

に
避
難
す
る
か
は
、ベ
テ
ラ

ン
漁
師
で
あ
れ
ば
判
断
が
つ

く
と
思
う
が
、漁
協
で
は
津

波
の
規
模
や
漁
場
と
の
距
離

な
ど
で
避
難
す
る
対
応
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
り
、避
難
ル
ー
ル

は
設
け
て
い
な
い
。特
に
漁

船
の
ル
ー
ル
は「
漁
業
者
の

判
断
」で
行
う
と
い
う
の
が

漁
協
の
見
解
で
あ
る
。

　
　
高
齢
の
漁
業
従
事
者
の

　
　
避
難
訓
練
は
。

　
　
漁
業
者
や
漁
協
か
ら
は

　
　

要
望
は
出
て
い
な
い
が
、

地
区
の
防
災
訓
練
は
津
波
を

想
定
し
て
お
り
、メ
ニュ
ー
に

加
え
て
参
加
す
る
の
も
１
つ

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。漁

協
に
避
難
訓
練
の
必
要
性
を

含
め
協
議
し
て
い
く
。

　
　

避
難
誘
導
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
　
の
作
成
は
。

　
　
漁
業
者
が
緊
急
時
に
ど

　
　
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
る
の
か
、調
べ
て
は
い
な
い
。

携
帯
、無
線
等
の
配
備
や
県

漁
協
の
対
応
な
ど
を
確
認
し

た
い
。

　
　

高
齢
者
に
と
っ
て
急
な

　
　
坂
道
を
歩
く
こ
と
は
大

変
で
、特
に
荷
物
を
持
っ
た
時

は
見
る
に
堪
え
な
い
。1
人

で
も
多
く
の
高
齢
者
に
安

心・安
全
で
住
み
や
す
い
町
を

目
指
す
た
め
、手
す
り
の
設

置
を
望
む
。

　
　
町
長　
町
内
に
坂
道
が

　
　

多
い
の
は
承
知
し
て
い

る
。急
な
坂
道
は
高
齢
者
な

ら
ず
と
も
誰
し
も
が
大
変
で

あ
る
。

　
各
地
区
の
要
望
に
基
づ
き
、

予
算
や
現
地
の
道
路
状
況
、

安
全
面
な
ど
を
含
め
判
断
し

て
い
き
た
い
。

津
波
を
想
定
し
た
漁
業
者
の

　
　
　
　

   

避
難
訓
練
の
実
施
を

県
漁
協
と
相
談
し

　
　
　
　
協
議
す
る

急
な
坂
道
に

　
　
　

手
す
り
の
設
置
は

区
長
と
相
談
し
た
い

町
長

佐　藤　壮　一
さ 　と 　う　      そ  う  い  ち

問答

問答

問答

問

答

避難訓練をして安全対策を

高齢者のために手すりがほしい

た

問　

現
在
、所
得
制
限
が
あ

　
　

る
た
め
、助
成
対
象
外

に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
の
保

護
者
か
ら
、所
得
制
限
撤
廃

を
求
め
る
声
は
大
き
い
。本

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
の
か
。ま
た
、県

内
35
市
町
村
中
、子
ど
も
医

療
費
助
成
の
所
得
制
限
を
撤

廃
し
て
い
る
自
治
体
は
23
市

町
と
約
３
分
の
２
を
占
め
て

い
る
。本
町
で
も
子
ど
も
の

命
を
守
る
た
め
、助
成
制
度

の
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
町
長　
子
ど
も
医
療
費

　
　
助
成
制
度
の
所
得
超
過

に
よ
り
、助
成
対
象
外
に
な

っ
て
い
る
児
童
は
、約
22
％

で
あ
る
。支
給
停
止
世
帯
が

助
成
制
度
を
受
け
た
い
と
考

え
る
点
は
十
分
に
認
識
し
て

い
る
。し
か
し
、助
成
の
目
的

は「
子
ど
も
の
適
正
な
医
療

機
会
の
確
保
お
よ
び
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
軽
減
」で
あ

り
、あ
る
程
度
の
所
得
が
あ

る
世
帯
へ
の
助
成
は
想
定
し

て
い
な
い
。ま
た
、本
町
と
し

て
は
、国
や
県
の
保
険
制
度

見
直
し
の
中
で
議
論
さ
れ
る

べ
き
案
件
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る

観
点
か
ら
国
や
県
に
対
し
、

補
助
対
象
の
拡
充
を
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。

　
　
助
成
制
度
対
象
外
の
所

　
　
得
だ
け
を
見
て
い
る
か

ら
問
題
で
あ
る
。可
処
分
所

得
で
み
れ
ば
、子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
の
対
象
者
と
生

活
水
準
が
反
転
し
、何
の
た

め
の
制
度
か
分
ら
な
く
る
。

ま
た
、助
成
制
度
対
象
外
の

保
護
者
も
応
分
の
税
負
担
を

し
て
お
り
、住
民
サ
ー
ビ
ス

も
平
等
に一律
で
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
。

　
　

国
や
県
と
し
て
は
、各

　
　
自
治
体
で
行
え
る
と
い

う
事
に
な
れ
ば
そ
こ
ま
で
嵩

上
げ
を
行
う
必
要
が
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。恒
久
的

財
源
と
考
え
た
場
合
、小
さ

な
町
と
し
て
は
将
来
的
に

徐
々
に
重
い
負
担
に
な
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、市
町
村
が
協

議
し
て
広
域
と
し
て
要
望
を

出
し
て
い
る
。

　
木
村
議
員
の
所
属
す
る
党

の
皆
さ
ん
に
、ぜ
ひ
頑
張
っ
て

　
　
県
事
業
で
あ
る
松
ヶ
浜

　
　
地
区
海
岸
防
災
林
造
成

事
業
の
、今
後
の
管
理
計
画

は
、県
か
ら
ど
の
よ
う
に
示

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長　
今
ま
で
県
よ
り

　
　
管
理
計
画
は
示
さ
れ
て

い
な
い
。改
め
て
県
に
確
認

し
た
結
果
、現
場
の
状
況
を

見
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、管
理

上
の
要
望
等
が
あ
れ
ば
、県

ま
た
は
、町
を
通
し
て
連
絡

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
　

答

問

問

子ども医療費助成制度の
　　　　　　　 所得制限の撤廃を

広域として要望を出している町　長

松
ヶ
浜
地
区
防
災
林

　
　
　

造
成
事
業
の
管
理
は

県
よ
り
管
理
計
画
は

　
　
　 

示
さ
れ
て
い
な
い

木　村　　稔
き 　む 　ら 　　  み   の   る

町
長

答

頂
き
た
い
と
思
う
の
が
本
音

で
あ
る
。

　
　

大
切
な
の
は
、地
方
公

　
　
共
団
体
の
主
体
性
で
あ

る
。今
、町
民
が
求
め
て
い
る

も
の
は
、「
国
が
や
ら
な
い
の

な
ら
、私
が
や
ろ
う
」と
い
う

町
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
で
は
な
い
の
か
。

　
　

国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ

　
　
マ
ム
と
し
て
考
え
て
い

く
べ
き
と
い
う
基
本
的
理
念

が
あ
る
。も
う
少
し
他
自
治

体
と
の
協
議
を
し
な
が
ら
進

め
て
参
り
た
い
。

答 問

答 問

　
永
久
に
不
変
で
あ
る
財
源
。

　

恒
久
的
財
源
と
は

ひ 

と 

口 

メ 

モ

　

給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
等
の
個

人
所
得
か
ら
、税
金
や
社
会

保
険
等
を
引
い
た
残
り
の
手

取
り
収
入
。

　

可
処
分
所
得
と
は

　
国
家
が
国
民
に
対
し
て
保

障
す
る
生
活
の
最
低
限
度
。

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
と
は

※
そ
の
他
に
も
こ
ん
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
「
福
祉
灯
油
助
成
（
燃
料
助
成
含
む
）
に
つ
い
て
」

密集した松

か  

し
ょ
ぶ
ん
し
ょ

と
く

こ
う
き
ゅ
う
て
き

ざ
い
げ
ん

か
さ

あ

町
長
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問　
町
営
住
宅
外
部
の
清
掃

　
　
や
草
刈
り
は
定
期
的
に

入
居
住
民
が
行
っ
て
い
る
が
、

建
設
し
て
４
年
に
な
る
Ｒ
Ｃ

の
建
物
の
、特
に
北
側
の
通

路
や
ア
プ
ロ
ー
チ
の
カ
ビ
が

こ
び
り
付
き
、コ
ケ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。町
営
住
宅
へ
清

掃
用
外
水
栓
設
置
の
考
え
は
。

　
　
町
長　
本
町
の
災
害
公

　
　
営
住
宅
に
共
用
の
外
水

栓
は
な
く
、県
内
の
災
害
公

営
住
宅
や
一
般
公
営
住
宅
で

も
は
少
な
い
。本
町
で
設
置

し
な
か
っ
た
理
由
は
、外
水
栓

の
管
理
な
ど
で
あ
る
。使
用

料
は
入
居
者
の
共
益
費
で
賄

う
こ
と
に
な
る
。管
理
を
区

長
や
班
長
に
委
託
す
る
場
合

の
負
担
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　
　
ゴ
ミ
を
出
す
住
民
の
モ

　
　
ラ
ル
も
あ
る
が
、ゴ
ミ
出

し
の
際
に
悪
臭
の
す
る
生
ゴ

ミ
を
水
を
切
ら
ず
に
出
す
方

が
お
り
、悪
臭
と
床
へ
の
汚
れ

が
取
れ
な
い
の
で
水
道
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
ゴ
ミ
集
積
所
の
汚
れ
や

　
　

カ
ビ
は
、ゴ
ミ
出
し
に

際
し
、利
用
者
同
士
で
周
知

や
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

問

答

　

公
園
や
広
場
の
管
理
は
、

連
携
で
き
る
相
手
が
見
つ
か

る
の
か
な
ど
、課
題
は
多
い
が

検
討
す
べ
き
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。団
体
等
と
話
し
合

い
を
進
め
、ど
の
よ
う
な
協

力
体
制
が
必
要
か
検
討
す
る
。

　
　
表
浜
を
海
浜
公
園
と
し

　
　
て
現
状
維
持
し
て
い
く

の
か
。

　
　

町
長　

表
浜
は
、背
後

　
　
地
の
市
街
地
に
お
け
る

津
波
被
害
の
軽
減
を
図
る
津

波
防
災
緑
地
と
し
て
、現
状

の
ま
ま
管
理
す
る
。

　
　

有
料
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

　
　

プ
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
、ド
ッ
グ

ラ
ン
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
野
球
場
な
ど
計
画
に
際

　
　
し
て
案
を
出
し
た
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。あ
く
ま
で

も
津
波
防
災
緑
地
で
あ
る
。

　
　
民
間
で
管
理
す
る
事
は

　
　

で
き
る
と
思
う
が
、町

と
し
て
の
考
え
は
。

　
　
官
民
連
携
に
よ
る
管
理

　
　
運
営
は
県
内
外
で
事
例

が
あ
る
。パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理

が
主
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
Ｒ
Ｃ
造
り
の
町
営
集
合

　
　

住
宅
を
、町
民
に
管
理

委
託
は
任
せ
ら
れ
な
い
か
。

　
　
公
営
住
宅
法
で
公
営
住

　
　
宅
の
管
理
は
事
業
主
体

で
あ
る
町
か
、町
に
代
わ
っ
て

住
宅
供
給
公
社
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。県
住
宅
供
給
公
社

で
は
住
宅
の
修
繕
等
を
町
内

業
者
に
発
注
し
て
お
り
地
元

還
元
も
し
て
い
る
。

答

問

問答

町
営
住
宅
へ
清
掃
用

　
　
　
　
　

外
水
栓
の
設
置
を

県
内
で
も
設
置
は
少
な
い

町
長

表
浜
海
浜
公
園
の
活
用
は

現
状
の
ま
ま
管
理
す
る

町
長

遠　藤　喜　二
え  ん  ど  う　      よ    し    じ

答 問

カビがこびりつきコケのようになっている

答 問

答 問

民間による管理は

　
　

県
と
来
年
度
か
ら
５
カ

　
　
年
の
受
水
料
金
の
契
約

更
新
の
時
期
と
な
っ
て
い
る
。

引
き
下
げ
の
改
正
額
は
示
さ

れ
て
い
る
が
、基
本
料
金
と

使
用
料
金
の
改
正
額
は
。現

行
と
の
比
較
減
額
は
。

　
　
町
長　
基
本
料
金
は
基

　
　
本
水
量
１
立
方
メ
ー
ト

ル
、月
額
１
０
５
０
円
が
８
１

７
円
に
な
り
２
３
３
円
の
減

額
。使
用
料
金
は
給
水
量
１

立
方
メ
ー
ト
ル
、54
円
が
42

円
に
な
り
12
円
の
減
額
。

　
　

現
年
度
と
比
較
し
、年

　
　
間
受
水
費
用
の
支
出
減

額
は
。

　
　
試
算
で
約
５
千
万
円
程

　
　
度
の
減
額
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
　

２
０
１
０
年
度
、２
０

　
　
１
５
年
度
の
過
去
二
度

の
契
約
更
新
に
お
い
て
も
減

額
改
正
し
て
い
る
。各
改
正

後
の
年
間
受
水
費
用
減
額
は
。

　
　
周
知
し
た
入
居
者
世
帯

　
　
数
は
。

　
　
周
知
し
た
入
居
者
か
ら

　
　
の
問
い
合
わ
せ
件
数
は
。

　
　

町
長
は「
宮
城
県
が
広

　
　
域
企
業
と
し
て
の
責
務

を
果
た
し
な
が
ら
も
民
間
の

力
を
最
大
限
活
用
し
て
コ
ス

ト
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、持
続
可
能
な
事
業
運

営
を
確
立
す
る
た
め
」と
理

解
し
た
の
か
。ま
た
、民
間
に

よ
る
公
的
資
産
の
投
資
先
に

な
る
の
で
は
。　

　
　
町
長　
県
の
説
明
は
理

　
　

解
し
た
が
、賛
成
し
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。ま
た
、

県
所
有
の
資
産
で
あ
る
た
め

回
答
は
控
え
た
い
。

　
　

本
町
も
含
む「
仙
南
仙

　
　
塩
広
域
水
道
受
水
団
体

連
絡
会（
17
市
町
）」も
充
分

な
理
解
を
得
た
と
し
て
よ
い

の
か
。

　
　
同
連
絡
会
で
取
り
ま
と

　
　

め
た
質
問
へ
の
県
の
回

答
が
、不
充
分
な
こ
と
か
ら
、

丁
寧
な
説
明
を
求
め
て
い
る
。

　
　
９
月
末
ま
で「
宮
城
県

　
　

上
工
下
水一体
官
民
連

携
運
営
事
業（
み
や
ぎ
型
管

理
運
営
方
式
）実
施
方
針
素

案
」に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、こ

れ
で
県
民
に
周
知
し
た
と
理

解
す
る
の
か
。

　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
　
に
関
す
る
規
定
が
不
明

な
た
め
、回
答
は
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

　
　
知
事
は
11
月
の
県
議
会

　
　
に
条
例
を
提
案
し
よ
う

と
し
て
い
る
。関
係
市
町
村

お
よ
び
県
議
会
で
の
説
明
や

議
論
が
不
充
分
で
あ
り
、拙

速
す
ぎ
る
と
は
思
わ
な
い
か
。

　
　

同
連
絡
会
と
し
て
、県

　
　
に
対
し
引
き
続
き
明
確

な
回
答
を
求
め
て
い
る
。

　
　
２
０
１
０
年
度
は
前
年

　
　
度
比
、２
１
６
１
万
４
７

８
０
円
の
減
額
。２
０
１
５
年

度
は
２
４
９
２
万
３
３
８
５

円
の
減
額
。

　
　

２
０
１
０
年
度
、２
０

　
　
１
８
年
度
の
流
動
資
産

額
と
流
動
資
産
に
お
け
る
現

金
預
金
額
の
比
較
額
は
。

　
　
２
０
１
０
年
度
の
流
動

　
　
資
産
額
は
７
億
４
１
８

　
　
全
対
象
者
が
申
請
で
き

　
　

る
よ
う
、地
区
避
難
所

お
よ
び
集
会
所
で
申
請
に
係

る
説
明・手
続
き
の
機
会
を

設
け
る
考
え
は
。

　
　

10
件
程
度
な
の
で
、個

　
　
別
で
の
対
応
と
考
え
て

い
る
。

答

問

問

答

答

問問答

答

問答 問答

問答

問答

家
賃
減
免
対
象
者
に
は

丁
重
な
説
明
・手
続
き
の

　
　
　
　
　
　

機
会
を
設
け
よ

個
別
に
対
応
し
た
い

受水費用の減額に伴う水道料金
の引き下げは充分可能

引き下げは慎重に判断したい町　長

県
民
の
理
解
な
し
の
水
道

　
　

民
営
化
は
拙
速
す
ぎ
る

受
水
団
体
と
し
て
明
確
な

　
　
　
回
答
を
求
め
て
い
る

歌　川　　渡
う   た   が   わ 　　わ   た   る

問答

町
長

町
長

　
　
町
長　
25
件
で
あ
る
。

　
　
10
件
程
度
で
あ
る
。

　
　
申
請
世
帯
数
は
。

　
　
10
件
で
あ
る
。

問答問答

　
　
承
認
さ
れ
た
世
帯
数
は
。

　
　
７
件
で
あ
る
。

問

３
万
８
１
７
３
円
。う
ち
現

金
預
金
額
は
７
億
３
４
５
６

万
３
５
０
３
円
。２
０
１
８
年

度
は
流
動
資
産
額
18
億
５
２

９
万
６
２
７
３
円
。う
ち
現

金
預
金
額
は
17
億
２
２
０
６

万
１
６
６
９
円
。

　
　
受
水
費
用
の
減
額
に
伴

　
　
い
、水
道
料
金
の
引
き

下
げ
は
充
分
可
能
だ
。引
き

下
げ
す
る
考
え
は
。

問答

問

　
　
次
回「
減
額
に
な
る
」か

　
　
は
確
約
で
き
な
い
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。今
回
引
き

下
げ
て
、次
回
引
き
上
げ
に

な
る
こ
と
は
避
け
た
い
。慎

重
に
判
断
し
た
い
。

答

せ
っ

そ
く

ま
か
な
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亦
楽
小
学
校
体
育
館
の

　
　
ト
イ
レ
は
老
朽
化
が
著

し
い
。建
替
え
を
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

　
　
教
育
長　
体
育
館
は
昭

　
　
和
40
年
10
月
に
完
成
し

た
。体
育
館
の
ト
イ
レ
は
別

棟
で
、昭
和
44
年
３
月
に
完

成
し
て
お
り
、い
ず
れ
も
築

50
年
を
経
過
し
て
い
る
。体

育
館
は
、大
規
模
改
修
工
事

を
含
む
二
度
の
改
修
工
事
と
、

平
成
17
年
度
に
は
耐
震
補
強

工
事
を
実
施
し
、更
に
、ト
イ

レ
も
改
修
工
事
や
修
繕
を
繰

り
返
し
な
が
ら
維
持
管
理
に

努
め
て
き
た
。ト
イ
レ
は
、主

に
学
校
開
放
利
用
団
体
が
使

用
し
て
い
る
が
、そ
の
中
に
は

児
童
生
徒
も
含
ま
れ
て
い
る
。

安
全
を
優
先
す
る
観
点
か
ら
、

簡
易
的
な
改
修
の
方
向
で
す

で
に
検
討
に
入
っ
て
い
る
。

　
　
簡
易
的
な
改
修
と
は
具

　
　
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

　
　
教
育
総
務
課
長　
解
体

　
　
を
せ
ず
に
和
便
器
を
洋

式
に
換
え
た
り
、男
子
ト
イ

レ
の
小
便
器
も
壊
れ
て
い
る

部
分
も
あ
る
の
で
、換
え
る

方
向
で
考
え
て
い
る
。

　
　

改
修
の
時
期
は
い
つ
頃

　
　
に
な
る
の
か
。

　
　
現
在
は
改
修
の
予
算
が

　
　

な
い
の
で
、今
後
調
整

し
て
か
ら
の
実
施
に
な
る
。

お
そ
ら
く
来
年
度
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問

答

　
　

近
年
、プ
リ
マ
ス
へ
の

　
　
長
期
留
学
を
し
て
い
る

学
生
は
い
な
い
が
、以
前
は
実

績
が
あ
る
。プ
リ
マ
ス
町
の

高
校
へ
の
留
学
が
で
き
る
よ

う
、長
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
設
立
す
る
考
え
は
。

　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

　
　
の
推
進
に
あ
た
り
、留

学
は
そ
の
国
の
言
語
、文
化

や
習
慣
を
実
際
に
肌
で
感
じ

体
験
で
き
る
絶
好
の
機
会
で

も
あ
り
、い
ず
れ
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
組
み
込
む
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。今
後
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
設
立
に
向
け
て
、プ
リ

マ
ス
町
で
の
受
け
入
れ
体
制

を
は
じ
め
、留
学
の
期
間
や

諸
手
続
き
、費
用
負
担
等
の

課
題
を
整
理
し
て
、プ
リ
マ

ス
町
と
調
整
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

　
　
姉
妹
都
市
プ
リ
マ
ス
と

　
　
の
交
流
事
業
に
関
し
て
、

青
少
年
訪
問
団
は
夏
季
休
暇

中
に
来
町
し
て
い
る
が
、グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
推
進
に
あ
た
り
、児
童

生
徒
同
士
の
交
流
が
不
可
欠

で
あ
る
。学
期
中
に
受
入
を

し
学
校
内
で
の
交
流
の
場
を

設
け
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
町
長　
学
期
中
に
受
入

　
　
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。こ
れ
ま
で
も
７
月
中
の

受
入
れ
を
打
診
し
て
い
た
が
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合
わ
ず
か

な
わ
な
か
っ
た
。実
現
で
き

れ
ば
、小
中
学
校
の
授
業
を

プ
リ
マ
ス
町
の
児
童
生
徒
も

一
緒
に
受
け
た
り
、プ
リ
マ
ス

町
の
先
生
方
が
授
業
を
し
た

り
と
、ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な

内
容
へ
と
広
が
る
と
共
に
、さ

ま
ざ
ま
な
面
で
可
能
性
が
広

が
る
と
考
え
て
い
る
。

答

問問答

問答

建替えが必要な体育館トイレ

亦
楽
小
学
校
体
育
館

　
　
　

ト
イ
レ
の
建
替
え
を

改
修
の
方
向
で

　
　
　
検
討
し
て
い
る

プ
リ
マ
ス
青
少
年
訪
問
団

     

の
学
期
中
の
受
入
れ
を

調
整
で
き
れ
ば
可
能
で
あ
る

町
長

教
育
長

佐　藤　直　美
さ 　と 　う　      な    お    み

答 問
壊れて水漏れする男子トイレ

　
　
セ
ガ
サ
ミ
ー
ホ
ー
ル
デ

　
　
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
と

包
括
協
定
を
結
ん
だ
目
的
は
。

　
　
町
長　
地
方
創
生
に
掛

　
　
か
る
包
括
連
携
協
定
を

６
月
に
結
ん
だ
。震
災
か
ら

８
年
が
経
過
し
、本
町
は
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
て
い

る
。大
き
く
変
化
す
る
地
域

の
課
題
解
決
に
は
、行
政
だ

け
で
の
対
応
で
は
な
く
民
間

の
力
が
必
要
と
考
え
た
。

問　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
会
社
で

　
　

あ
り
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
や

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
で
あ
る
。

そ
の
主
眼
的
な
考
え
を
、わ

が
町
に
導
入
す
る
考
え
は
。

　
　
民
間
企
業
の
多
面
的
な

　
　

視
点
か
ら
、情
報
が
必

要
と
思
い
、新
た
に
協
定
を

結
ん
だ
。い
ろ
い
ろ
な
計
画

を
実
施
す
る
際
、必
要
で
あ

れ
ば
新
た
な
取
り
組
み
を
実

施
す
る
。わ
れ
わ
れ
も
学
ぶ

部
分
が
多
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

防
災
関
連
の
事
案
で
、

　
　
緊
急
に
包
括
協
定
を
結

ぶ
事
案
は
な
い
の
か
。

　
　
災
害
時
の
人
的
支
援
協

　
　
定
と
し
て
、新
し
く
包

括
協
定
を
結
ぶ
考
え
は
な
い
。

今
後
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
際

は
、必
要
に
応
じ
て
ど
の
よ

う
な
相
手
方
が
適
切
か
を
踏

ま
え
検
討
す
る
。

　
　
民
間
の
資
金
調
達
も
含

　
　

め
、法
人
づ
く
り
の
必

要
性
が
あ
る
と
思
う
。地
域

再
生
協
議
会
の
団
体
作
り
も

そ
の
一
つ
と
思
う
が
、そ
の

促
進
策
は
あ
っ
た
か
。

　
　
長
須
賀
多
目
的
広
場
で

　
　

は
、復
興
交
付
金
市
街

地
復
興
効
果
促
進
事
業
に
よ

り
整
備
す
る
も
の
で
、民
間

資
金
調
達
は
想
定
し
て
い
な

い
。ま
た
、多
目
的
広
場
の
利

用
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

地
域
再
生
協
議
会
を
組
織
す

る
こ
と
は
現
段
階
で
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　

本
年
３
月
の一
般
質
問

　
　
の
答
弁
に
、地
方
創
生

交
付
金
と
民
間
資
金
の
調
達

を
質
問
し
た
。交
付
金
や
民

間
開
発
資
金
に
つ
い
て
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
も
っ
て
進
め

る
と
回
答
さ
れ
た
。平
成
28

年
に
設
け
ら
れ
た
、地
方
創

生
推
進
交
付
金
制
度
の
公
募

に
、町
は
ど
う
取
り
組
ん
だ

の
か
。

　
　
町
長　
設
計
中
の
多
目

　
　

的
広
場
は
、ス
ポ
ー
ツ

や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
想
定
し
、配
備

は
令
和
２
年
度
中
に
完
成
す

る
。
　
地
方
創
生
推
進
交
付
金
は
、

地
方
公
共
団
体
の
先
導
的
な
、

主
に
ソ
フ
ト
事
業
に
使
用
さ

れ
る
も
の
で「
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
的
と
し
て
い
る
。

答 問問答

答

問答 民
間
の
資
金
調
達
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
事
業
の
今
後
は

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い

セガサミーとの
　　　　　包括協定の目的は

多面的な情報を期待する町　長

渡　邉　　淳
わ  た  な  べ 　　  あ   つ   し

町
長

問

　
長
須
賀
多
目
的
広
場
で
は
、

先
導
的
事
業
計
画
は
な
い
が
、

地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
活

用
は
今
後
の
検
討
の
一
つ
と

す
る
。

　
　
地
方
創
生
推
進
交
付
金

　
　

は
民
間
参
画
も
あ
る
。

町
の
促
進
策
の
中
に
、民
間

活
用
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
政
策
課
長　
地
方
再
生

　
　
制
度
に
基
づ
く
交
付
金

で
一
定
の
基
準
が
あ
る
。進

め
て
い
く
中
で
可
能
性
が
あ

れ
ば
活
用
し
た
い
。

答 問

答 問

※
そ
の
他
に
も
こ
ん
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
「
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
策
定
に
つ
い
て
」
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ひ 

と 

口 

メ 

モ

　

仮
想
空
間
と
現
実
空
間
を

高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ

ム
で
、経
済
発
展
と
社
会
的

課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
、

人
間
中
心
の
社
会
で
あ
る
。

　

ソ
サ
エ
テ
ィ
５
と
は

　

S
G
D
ｓ
と
は

　

17
ペ
ー
ジ
参
照



追跡レポート－あの質問はどうなった－

追
跡

今年７月に小・中学校にエアコンが設置されました！

問　近年、地球温暖化の影響により、長時間、学校の教室で学ぶ子どもたちはいつ熱中症にな
　っても不思議ではない。子どもたちに快適な環境で学ばせるためにも、全校にエアコンを設
　置する考えはないか。
答　一部の特別教室には設置しているが、普通教室では窓を開けたりして対応している。以上
　の事から現在は考えていないが、学校修繕や計画等を考慮し、必要性を検討して行きたい。

平成29年３月定例会

平成30年９月定例会
問　今年度、文部科学省では54年ぶりに学校教室内における温度の基準を改定した。この夏
　のような猛暑（危険な暑さ）は今年に限ったことではなく、近年明らかに上昇している。エア
　コン設置に関してどのような認識か。
答　本町も夏休み以前から高い気温が続いた事から、その必要性を検討した。また、国からの
　補助金を今年８月初旬に要望しており、できるだけ早く進めたいと考えている。

そ
し
て

そ
し
て

そ
の
結
果

そ
の
結
果

さ
ら
に

さ
ら
に

小・中学校にエアコン設置!!
　　予算　2億412万円

問　9月の一般質問では、設置する方向との答弁であったが、どのような優先順位で設置する
　のか。また、決断は。
答　エアコン設置の決断はしている。設置の優先順位は普通教室からで、特別教室や学校別
　の優先順位は調査中である。児童生徒の健康を守るため早期完了を目指す。

平成30年12月定例会

ま
た
！

ま
た
！

教育民生常任委員会
　　平成30年６月定例会以降に教育民生常任委員会で、「学校の安全対策」として小・中学校
　へのエアコンの必要性を調査しました。

今年５月に開催された議会報告・懇談会の様子
　　  多くのご参加をお待ちしております

議会報告・懇談会レポート

議会報告・懇談会を

　  開 催 し ま す

※議会だより№１４１と広報しちがはま１１月号をご持参願います。
　対象地区以外の方でも受付けますので、都合の良い会場にお越しください。

班編成

１班

２班

午　前

10 : 00～11 : 30

午　後

　1 : 30～  3 : 00

開催日 時　　間 会　　場 対　象　地　区 班

要害･御林地区避難所 要　　   害

２班

要害･御林地区避難所 御　　   林

２班

２班

東　宮　浜東宮浜地区交流センター

３班亦楽公民分館 亦　　　楽

１班

代ヶ崎浜地区避難所 代 ヶ 崎 浜

３班

花　渕　浜花渕浜地区避難所

２班

吉　田　浜吉田浜コミュニティセンター

２班

松ヶ浜地区避難所 松　ヶ　浜

１班

菖蒲田浜地区避難所 菖 蒲 田 浜

１班

汐見台第2公民分館 汐　見　台 ３班
汐見台南第2集会所 汐 見 台 南

・歌川　渡
・渡邉　淳
・遠藤喜二
・仁田秀和

・佐藤梶信
・佐藤壮一
・熊谷明美
・小林倫明

・遠藤久和
・安倍敏彦
・木村　稔
・佐藤直美

１班

湊浜地区避難所 湊　　   浜

３班笹山地区避難所 笹　　   山

３班

境　　   山境山公民分館

１班

遠山地区避難所 遠　　   山

３班

第
17

回

  11月30日
     （土）

  12月1日
     （日）

午　後

　3 : 30～  5 : 00

午　前

10 : 00～11 : 30

午　後

　1 : 30～  3 : 00
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担
当
す
る
課

　
総
務
課
、政
策
課
、復
興
推
進
課
、財
政
課
、税
務
課
、会
計
課
、

産
業
課
、建
設
課
、水
道
事
業
所
の
所
管
に
属
す
る
事
項
並
び
に

そ
の
他
の
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項
を
担
当
し
ま
す
。

９
月
定
例
会
以
降
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会
中
の
調
査
事
項

「
地
域
交
通
対
策
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
◎
委
員
長

　
　
　
　
○
副
委
員
長

　
　
　
　
前
列
右
よ
り

　
　
　
　
○
熊
谷　
明
美

　
　
　
　
◎
佐
藤　
壮
一

　
　
　
　
　
歌
川　
　
渡

　
　
　
　
後
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
遠
藤　
喜
二

　
　
　
　
　
佐
藤　
　
衞

　
　
　
　
　
小
林　
倫
明

　
　
　
　
　
佐
藤　
梶
信

担
当
す
る
課

　
町
民
課
、地
域
福
祉
課
、健
康
増
進
課
、環
境
生
活
課
、国
際
村

お
よ
び
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
を
担
当
し
ま
す
。

９
月
定
例
会
以
降
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会
中
の
調
査
事
項

「
留
守
家
庭
児
童
保
育
館
の
運
営
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
前
列
右
よ
り

　
　
　
　
○
遠
藤　
久
和　

　
　
　
　
◎
渡
邉　
　
淳

　
　
　
　
　
安
倍　
敏
彦

　
　
　
　
後
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
佐
藤　
直
美

　
　
　
　
　
木
村　
　
稔

　
　
　
　
　
仁
田　
秀
和

　
議
会
運
営
委
員
会
の
役
割

は
、議
会
の
円
滑
な
運
営
と

議
長
の
諮
問
機
関
で
す
。

　

ま
た
、他
の
常
任
委
員
会

と
同
様
に
、調
査
権
や
審
査

権
も
あ
り
多
面
的
な
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
に
は
、重
要
な

責
任
と
権
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、そ
の
権
限
を
厳
格
さ
と

協
調
性
を
も
っ
て
町
民
の
負

託
に
答
え
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
通
年
議
会
は
来
年
1
月
に

施
行
さ
れ
ま
す
が
、ま
だ
整

備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

環
境
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、各

議
員
が
、混
乱
が
生
じ
な
い

よ
う
ス
ム
ー
ス
な
議
会
運
営

の
た
め
、全
委
員
が一生
懸
命

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。住
民

に
信
頼
さ
れ
る
議
会
、責
任

あ
る
議
会
に
な
る
よ
う
、

日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
前
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
　
歌
川　
　
渡

　
　
　
　
　
◎
渡
邉　
　
淳

　
　
　
　
　
○
佐
藤　
　
衞

　
　
　
　
　
後
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
　
仁
田　
秀
和

　
　
　
　
　
　
安
倍　
敏
彦

　
　
　
　
　
　
佐
藤　
梶
信

【
広
報
分
科
会
】

　

昨
年
の
6
月
定
例
会
で
、

新
た
に
広
報
広
聴
常
任
委
員

会
を
設
置
し
、議
会
だ
よ
り

を
発
行
す
る
広
報
分
科
会
と
、

議
会
報
告・懇
談
会
を
開
催

す
る
広
聴
分
科
会
の
２
つ
の

部
門
と
し
ま
し
た
。

　

広
報
分
科
会
で
は
、議
会

の
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
、

議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、今
ま
で
以

　
　
　
　
　
前
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
◎
佐
藤　
　
衞

　
　
　
　
　
　
岡
﨑　
正
憲

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
○
遠
藤　
久
和

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
後
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
　
木
村　
　
稔

　
　
　
　
　
　
小
林　
倫
明

　
　
　
　
　
　
佐
藤　
直
美

　
　
　
　
　
　
熊
谷　
明
美

　
　
　
　
　
　
仁
田　
秀
和

上
に
き
め
細
か
で
タ
イ
ム
リ

ー
な
情
報
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
、広
聴
分
科

会
と
連
携
し
、で
き
る
だ
け

多
く
の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

定
期
発
行
は
年
4
回
で
、

議
会
終
了
後
に
編
集
の
た
め

委
員
会
を
開
き
、原
稿
の
読

み
合
わ
せ
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な

ど
の
作
業
を
分
担
し
て
行
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
前
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
○
遠
藤　
久
和

　
　
　
　
　
◎
佐
藤　
　
衞

　
　
　
　
　
　
渡
邉　
　
淳

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
後
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
　
遠
藤　
喜
二

　
　
　
　
　
　
佐
藤　
壮
一

　
　
　
　
　
　
安
倍　
敏
彦

　
　
　
　
　
　
歌
川　
　
渡

　
　
　
　
　
　
佐
藤　
梶
信

【
広
聴
分
科
会
】

　

新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
第
一

回
会
議
で
は
、議
会
報
告・懇

談
会
の
方
針
が
話
し
合
わ
れ
、

現
況
の
内
容
で
継
続
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
開
催
地
区
や
班
の
割
り
振

り
等
を
決
定
し
、行
事
等
を

勘
案
し
て
日
程
調
整
い
た
し

ま
し
た
。多
く
の
方
々
の
ご

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

（
発
行
責
任
者
）

これも議会の仕事ですこれも議会の仕事です

総
務
産
業
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
（
広
報
分
科
会
・
広
聴
分
科
会
）

　議案は、議員全員で審議したり調査するのが理想ですが、議会で取り上げる内容は
複雑で範囲も多岐にわたっており、質疑などで多くの時間が必要になります。
　そのためにいくつかの委員会を設置して、調査を専門的に分担して行うのが委員会
活動です。
　今回、その構成メンバーが決まり、調査事項が決定しましたので紹介します。

分科会の様子
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編
集
後
記

佐藤　音々さん
さとう

（汐見小６年）

ねね

◆
平
成
24
年
か
ら
、本
町
と

朝
日
町
は「
友
好
の
町
」と
し

て
盟
約
を
結
ん
で
お
り
ま
す
。

今
回
は
、久
し
ぶ
り
に
海
の

子・山
の
子
交
流
会
の
朝
日
町

「
山
の
集
い
」に
参
加
し
ま
し

た
。当
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、山
形
名

物
の
芋
煮
や
リ
ン
ゴ
狩
り
な

ど
、元
気
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
機
会
が
あ
れ
ば
、議
会
だ

よ
り
に
は
多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
登
場
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◆
広
報
委
員
も
、新
し
い
メ
ン

バ
ー
に
な
り
ま
し
た
が
、今
後

も
、読
み
や
す
く
、親
し
ま
れ

る
よ
う
な
編
集
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
衞

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委 

員 

長
　
佐
藤
　
　
衞

　
副
委
員
長
　
遠
藤
　
久
和

　
広
報
分
科
会
　
佐
藤
　
直
美

　
　
　
　
　
　
小
林
　
倫
明

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
秀
和

　
　
　
　
　
　
木
村
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
明
美

　
　
　
　
　
　

発
行
責
任
者

　
議
　
　
長
　
岡
﨑
　
正
憲

問１　今回の議会だよりは何月定例会の内容でしょ
　　うか。
　　　　①　６月　　②　９月　　③　12月

　　
問２　11月30日と12月1日に開催する議会報告・
　　懇談会は、第何回でしょうか。

　　　　①　第13回　②　第15回　③　第17回

問３　一般会計の決算で、収入（歳入）の自主財源
　　は何パーセントでしょうか。

　　　　①　54％　②　64％　③　74％

応募方法：

あ  て  先：

締  切  り：

前号の答え：問１  ②　 問2　③　 問3　③
当　選　者：遠藤澄子さん、佐藤かほるさん、
　　　　　　尾形弘子さん

　

<３つの中から選んでね>

ク イ ズ ？

　はがきにクイズの答え、氏名、住所、年齢、
議会へのご意見を書いてお送りください。
（メール可）
　正解者の中から抽選で３人の方に図書券を
進呈します。　

議会を監視するのはみなさんです。
－次の定例会は12月開会予定です－

詳しくは議会事務局まで　℡357-7435
または、町ホームページ「町民便利帳」を
ご覧ください。
 http://www.shichigahama.com

〒985-8577七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺５－１
　七ヶ浜町議会事務局　議会だより係
　　Ｅメール gikai@shichigahama.com
令和元年１２月１６日（当日消印有効）

　今回の表紙は、10月19日に開催された、本町
の子どもたちと山形県朝日町の子どもたちとの
「山の集い」に参加した佐藤音々さんです。

　Ｑ　「山の集い」で楽しかったことは。
　Ａ　雨の中でのリンゴ狩りでしたが、大きなリ
　　ンゴでおいしく、とっても楽しかったです。
　　また、芋煮は、高そうな牛肉と里芋が入った
　　しょう油味で、あまり食べたことのないとて
　　もおいしい芋煮でした。

　Ｑ　友達はできましたか。
　Ａ　男子の友達も、女子の友達もできました。
　　機会があればもう一度朝日町に行きたいと思
　　っています。

　Ｑ　将来の夢は。
　Ａ　獣医になりたいと思っています。家にいる
　　犬の足が、真っ赤になっていてかわいそうな
　　ので治してあげたいから。

　Ｑ　学校での楽しいことは。
　Ａ　自由タイムの時間に、たくさんの友達とお
　　話しすることです。また、イベントを友達と
　　一緒に作り上げることです。

　Ｑ　中学校への期待や不安は。
　Ａ　今の友達と一緒に、向洋中学校に行くので
　　不安はありません。また、中学生になったら、
　　吹奏楽部に入ってフルートを吹きたいと思っ
　　ています。
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表　紙　に　寄　せ　て

みんなで食べたおいしい芋煮
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